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研究の概要 
国民国家や「ヨーロッパ（西洋）とアジア（東洋）」という既存の歴史叙述の単位にとらわれず、 

時間軸上の比較、多様な場同士の多面的な比較を通じて総合的に把握する。 

ユーラシア、さらには世界を一体とみる立場に立つ新しい世界史を構築するにはどのような叙 

述方法がふさわしいかを考える。 

研 究 分 野：人文学 

科研費の分科・細目：史学・史学一般 
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１．研究開始当初の背景 
グローバル化が進み、人々に「地球市民」意
識が求められる現代においては、世界の歴史
を一体のものとして把握・理解することが必
要である。「ヨーロッパ」と「非ヨーロッパ」
を区分する従来の世界史叙述は、この点で不
十分だが、日本はもちろん、世界的に見ても、
「地球市民」のための世界史叙述はまだ存在
していない。 
 
２．研究の目的 
この共同研究では、国民国家や「ヨーロッパ
（西洋）とアジア（東洋）」という既存の歴
史叙述の単位にとらわれず、ユーラシア、さ
らに世界を一体と見る立場で新しい世界史
を構築する方法を追究する。 
 
３．研究の方法 
18-19 世紀のユーラシアで、港町や内陸の隊

商都市を基点として設定される多様な場（都

市、地域社会、国家、海域世界など）におけ

る異文化交流（人・モノ・情報の受容、融合、

拒絶）の実態を、史資料に基づいて具体的に

明らかにする。そのうえで、研究成果を、同

一の場における時間軸上の比較、多様な場同

士の多面的な比較を通じて総合的に把握し、

18-19 世紀のユーラシアの歴史を一体として

とらえる視点の獲得を目指す。 
研究成果は日本語と英語でホームページを
通じて随時発信する。 

４．これまでの成果 
共同研究開始時には、様々なバックグラン

ドをもつ歴史研究者が、世界史叙述に関心を
持ちながらも、研究を進めるための確たる指
針なしにただ集まっただけの状態だった。し
かし、３年を経て、参加者全員が一つのチー
ムとしての自覚を強め、新しい世界史叙述に
ついて考え、それを実現するために研究を進
める態勢が整ってきた。共同研究の枠組みで
開催される数多くの研究会は、現代を生きる
我々にとって有意義な世界史とは何かとい
うことを改めて問い直すためのプラットフ
ォームとして機能している。日本における歴
史研究は、地域・時代別に細分化され、全体
について語る場を長く持たなかった。この共
同研究がそのためのプラットフォームとし
て確立したことは大きな意味を持ち、現在ま
でのもっとも大きな成果である。このプラッ
トフォームを基盤に、大阪大学の歴史教育研
究会など関連グループとの連携も模索され
ている。以下に、これまでの主要な成果を簡
潔に記す。 
１）各種研究会開催 
研究分担者や連携研究者、さらには研究協力
者のイニシアティブによって、世界史を考え
る際に重要なテーマを設定し、分野・地域横
断的な研究会を開催している。これが本共同
研究のもっとも重要な日常的活動である。主
要なテーマとしては、支配、奴隷、海賊、女
性、商館、価値などが挙げられる。これまで
に開催された研究会の数は次の通りである。 
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平成 21 年度７回、平成 22 年度 18 回、平成
23 年度 20 回。 
また、新しい世界史をどのように認識し、描
くべきかといった全体の方向性に関する総
論的な研究会も、21 年度１回、22 年度２回、
23 年度２回開催した。 
さらに、外国人研究者を交えた研究集会を数
多く開催し、国際的な場においても対等な立
場で世界史を考える姿勢を維持しながら、対
話を進めてきた。その数は、21 年度４回、22
年度４回、23 年度７回である。これらの会議
を通じて、本共同研究で議論されている新し
い世界史という考え方に関心を持つ外国人
研究者は確実に増えており、復旦大学やプリ
ンストン大学の研究者からは、共同での会議
開催の提案を受けている。 
２）新しい世界史についての基本的な考え方
の確立と研究方法の提示 
上記研究会での議論を通じてできあがった
プラットフォームにおいて、新しい世界史認
識についての基本的な考え方が固まった。そ
れは以下の通りである。「世界はひとつとい
う認識は重要である。と同時に、世界の解
釈・理解には多様性が確保されねばならない。
世界史叙述はひとつに収斂されるべきでは
なく、地球市民が対話を通じて常に議論を深
めながら、自らの世界史像を構築することが
重要である」。 
この基本認識に基づき、具体的にどのような
方法で新しい世界史を叙述すべきかについ
て、研究代表者の羽田は、『新しい世界史へ』
という書物を著した（2011 年 11 月刊行）。
これは、この共同研究の今後のマニフェスト
としての性格を持つものだが、学術界に対し
てだけではなく、一般社会にも強いメッセー
ジを発している。 
３）若手研究者の組織的育成 
この共同研究では、初年度末より若手研究会
を設け、大学院生・ポスドクが自らの研究テ
ーマを題材にして、中堅・シニアのメンバー
とともに、世界史叙述のあるべき姿を模索し
てきた。また、彼らに国際的な研究集会の企
画・立案と実行を任せてきた。その結果、何
人かの若手研究者は、大きく成長し、例えば、
カナダの研究機関で共同研究員となる者（鈴
木英明）や博士論文が受賞する者（福岡万里
子、第２回東京大学南原繁記念出版賞）のよ
うに、将来が嘱望される人材が現れている。 
４）研究活動の積極的な広報 
初年度から和文、英文でホームページを立ち
上げ、研究の目的と方法、参加者などの基本
情報を広報するとともに、最新の研究成果を
活動報告として一般に公開している。 

５．今後の計画 
１）多彩な研究会を引き続き開催し、新しい
世界史の立場に立った過去の解釈を叙述す
る方法を考える。 
２）諸外国の研究者と世界史認識について議
論する機会を何度か持ち、新しい世界史とい
う考え方の共有を目指す。 
３）10巻程度のモノグラフ・シリーズをはじ
め、英語、日本語での論文集や資料集などを
刊行し、新しい世界史の見方の普及を図る。 
４）大学で新しい世界史を教えるためのテキ
スト作成を試みるとともに、新しい世界史に
ついての授業を開始する。 
５）引き続き、ウェブサイトで研究会での議
論の内容などの情報を英文、和文で発信する。 
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